
１．はじめに 

現在、日本ではSDGsをきっかけにジェンダー平等の実現が

求められている。ブライダルシーンにおいてパートナーズ婚な

どといった自然体で、他者にとらわれることなく自分らしさや

個性を大切にしたいという意識が高まっている。しかし、ジェ

ンダーレスファッションについての研究は数多くあるが、ジェ

ンダーフリーなウエディング衣装に関する研究はほとんどみら

れない。 

図１に示したように株式会社マリアローザはANTEPRIMAの

ウエディングコレクションで国内ブライダル業界初の「ジェン

ダーフリーウエディングドレス」の発表を行った。しかしなが

ら日本にはまだまだジェンダーフリーのウエディングドレスを

展開しているブランドは少ない。 

その中で筆者は「ジェンダーフリーウエディングドレス制

作」において、ウエディングの衣装のスタイルに新たな装いを

提示し、ジェンダーフリー対応のウエディングの衣装を制作

し、ブライダルシーンに新

たな選択肢をつくるという

機会を提案したいと考え

る。 

なお、今回のブライダル

のジェンダーフリーに関す

る要因解明が新しいニーズ

に応えることに呼応し、そ

れらのデザイン及び企画な

どに応用でき、業界の活性

化に貢献できるものと考え

る。 

２. LGBTについて 

 「ジェンダーフリー」とは「固定的な性別に基づく役割分担

にとらわれずに、一人ひとりが自由に、平等に行動、選択をで

きるようにしよう」という考え方である。「誰もが性にとらわ

れずに、自身の望む選択をできるようにしよう」というのが

ジェンダーフリーの本来の意味である¹⁾。「ジェンダーレス」と

は「男女の区別がない状態を指し、社会的または文化的な性別

による差別をなくそうとする」考え方である²⁾。 

 電通グループが行った「LGBTQ+調査2023」では、57，

500人を対象とした回答者に占めるLGBTQ+層の割合を9.7%と

発表した。2020年の調査では8.9%となり2023年では増加した

ことが明らかになった³⁾。メディアやSNSの発信により、社会

的にLGBTに関する情報が増加したことが要因で、自身の性自認

を考えるきっかけができ、世間的にLGBTが浸透したため自分の

性的指向を表現する人が増えたと推測する。 

 ジェンダーの観点からファッションをみるとアパレル業界で

は近年、ジェンダーレスな要素を取り入れている。 
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図1 ANTEPRIMA 

ジェンダーフリーウエディングドレス 

ANTEPRIMA gender-free アンテプリマ ジェ

ンダー・フリーウエディングドレス『マリ

アローザ（MARIAROSA）』より引用 

 

図3 同性婚の賛否⁴⁾ 

図4 同性婚に賛成の理由⁴⁾ 
(回答者数856人) 

さらに芸能界では、モ

デルのKemioや俳優の板

垣李光人などが着用して

いる衣装に対して、ジェ

ンダーレスファッション

として注目を集めてお

り、2020年東京オリン

ピックの開会式では国歌

斉唱をした歌手のMISIA

が性の多様性を表現した

レインボーカラードレスで登場し注目を集めた。世間的に新た

な装いを有名ブランドや有名人が提案していることから社会的

に認めざるを得ない状況であると推測された。 

NHK世間調査より「ジェンダーに関する世論調査」を実施し

たところ、同性婚を認める賛否とその理由についての結果を図3

～5に示した⁴⁾。 

 Kemio     板垣李光人         MISIA 

図2 芸能人の着用衣装 

(3人それぞれの公式Instagram・ 

公式Xより引用） 

３. 結婚式の文化・コロナの影響について 

 時代別に結婚式の特徴を見ると「お見合い婚やハデ婚、ジミ

婚、つながり婚」など時代において変化を遂げていた。 

 新型コロナウイルスが流行したことでブライダル業界は大き

な影響を受けた。日本ブライダル文化振興協会とリクルートが

共同で発表した内容では「新型コロナ流行後の損失は、合計で

約1兆円と考えられる」とされていた⁵⁾。しかし、このような逆

境にあたって2022年では、ウエディングイベントの実施率は回

復基調にある。 

 図6に示した株式会社リクルートの結婚総合意識調査2022に

よると、ウエディングイベント実施者は75.7％となり、ウエ

ディングパーティー実施者は59.6％と共に昨年比が増加した。

安全に結婚式を挙げられる新たな選択肢が増えたことにより、

定番や形式にとらわれず自分らしさを表現できるようになった

ことが実施率増加の要因であると推測される⁶⁾。 

図5 同性婚に反対の理由⁴⁾ 
(回答者数552人) 
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7．参考文献 

本研究では、ジェンダーフリーウエディングドレスに関する

イメージを明らかにした上で、「シンプル＆クラシカル」を表

現できる作品を目指し、ウエディングドレス制作を行った。本

研究を通して今後のブライダルシーンで時代を超えたニーズに

応えることにより活発化していくと考えられる中で、それらの

デザイン及び企画、消費者の立場に貢献になれば幸いである。 

６．おわりに 

図13 完成作品 
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図10 トワールによるドレーピングの様子 

◼ 全体イメージ
• シンプル
• クラシカル
• 華やか
• 綺麗
• 落ち着き
• カジュアル

◼ アイテム
• パンツスタイル
• スカートっぽいパンツ
• ジャケット
• 長袖

◼ デザイン感
• ボリューム感が少ない
• 装飾が控えめ
• 露出が少ない
• 透け感がないマットな質感

◼ 色彩
• 白

図8 KJ法の集約結果 

５．ドレス制作 

 さらに、ウエディングイベント実施率とコロナ影響による

キャンセル・延期率の積み上げを図7に示す。 

5－1 デザイン 

 デザインのテーマは「シンプル

&クラシカル」とした。KJ法にて

検討を行った結果、アイテムでは

「ジャケット、スカートに見える

パンツスタイル」、デザイン感で

は「肌の露出が少ない」のテイス

トを取り入れたデザインとした。 

5－2 制作過程 

 デザイン画を元に、立体裁断法、平面裁断法を併用しパター

ン設計を行った。図10にドレーピングの様子を示し、図11に袖

ぐり、図12にジャケットとパンツの型紙を示す。 

 ジェンダーフリーウエディングドレスの制作ということから

ジャケットとパンツのあきを男性仕立てに仕上げた。 

図9 デザイン画 
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百分率は小数第2位を四捨五入してあるため、構成比の合計が100％にならない場合があります。

実施率＋コロナ影響による 延期・キャンセル割合 81.9％

実施率＋コロナ影響による 延期・キャンセル割合 83.9％

実施率＋コロナ影響による 延期・キャンセル割合 82.9％

図7 ウエディングイベント実施率

とコロナ影響によるキャンセル・ 

延期率の積み上げ⁶⁾ 

1) 調査対象：若年女性10名 

2) 調査期間：2023年6月 

3) 調査方法：「ジェンダーフリーなウエディング」に関する

イメージ用語を10種、カードに挙げてもらい計100枚の

カードをグループ化した。 KJ法の集約結果を図8に示す。 

 スカートスタイルは少数であったため、パンツの方が男女の

差別をなくすことができるアイテムであると考える。 

４. KJ法によるイメージ分析 

図12 パターン 

図11 袖ぐり 

5－3 完成作品 

 完成作品を図13に示す。  

図6 ウエディングイベント 

実施率⁶⁾ 
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